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recAタンパク質の機能部位を推定した。 recAタンパク質の27番目から 38番目の領域は 100 番目および







大揚菌のrecA遺伝子は遺伝的組換えに関与すると同時に DNA障害に応答する sos 機能の誘発に中
心的役割を果している。精製されたrecAタンパク質は， DNA結合能， ATPase活'性， DJレープ形成，フ。













る乙とから，従来お乙なわれてきた X線回折 化学修飾， NMR等の物理化学的手法に加えて，タンパ
ク質の立体構造を推定する有力な手法になると考えられ，理学博士の学位論文として十分価値のあるも
のと認、める口
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